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1.CNCIについて
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【名 称】
株式会社 コミュニティ ネットワークセンター
【略称ＣＮＣＩ】

【所在地】 名古屋市東区東桜一丁目3番10号 東桜第一ビル10階

【代表者】 代表取締役社長 髙原 昌宏

【資本金】 2億9,308万円

グループ
ケーブルテレビ

キャッチネットワーク ケーブルテレビ可児
知多メディアスネットワーク シーシーエヌ
知多半島ケーブルネットワーク 三河湾ネットワーク
中部ケーブルネットワーク ｽﾀｰｷｬｯﾄ・ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ
ひまわりネットワーク グリーンシティケーブルテレビ
おりべネットワーク
以上11社 接続世帯数 約145万世帯 ※2019年3月末時点

主要サービス

 デジタル放送配信サービス(BSデジタル・CSデジタル)
配信ケーブルテレビ局20社(内、CNCIグループ11社)

 インターネットゲートウェイサービス
 クラウドサービス
 ソリューションサービス

会社概要

愛知・岐阜・三重・静岡の
東海4県にまたがる

放送配信ネットワークを運用
※上記はイメージ
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2.今回の取り組み経緯
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平成30(2018)年1月10日(水)石川県民放2社の重大事故が発生

出典:https://www.soumu.go.jp/main_content/000547178.pdf

大規模な重大事故における地域事情に応じた迅速な復旧方策の例として、ケーブルテレビ等の活用が挙げられた。
石川県の例では、10日深夜から11日未明の間にケーブルテレビの加入者は、視聴できるようになったと、
民放2社のSNS等で告知されたという報道があった。

この実績から、中京地区民放テレビ局の一部より、非常時における連携が出来ないかの
問い合わせが入り、CNCIとしても民放テレビ局と連携したBCP対策は有益と考え、
2018年6月頃から協議を開始。
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3.在名民放テレビ局 5社との協議内容・結果
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① 課題の共有
民放テレビ局5社・ケーブルテレビ両社における災害時の放送確保課題を共有

② 非常時の定義
親局(瀬戸デジタルタワー)障害のみか、テレビ局個別の障害にも対応するか等

③ 設備構成
CNCIの配信範囲・方法の確認、CNCI受信点の位置確認

④ 連絡体制の確立・協定書の締結
非常時における連絡体制の確立および協定書の締結
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① 課題の共有
災害時の放送確保課題を共有、非常時における課題は似通っている事がわかり、
その点を相互に補完することでメリットがあると判断。

【在名民放テレビ局の課題】
■各社から非常時に送信される予備送信電波は、親局に比べ送信出力が低く、
到達範囲が狭い。

■災害時にケーブルテレビ活用するのは良いが、CATV個社の交渉は数が多く煩雑。

【ケーブルテレビの課題】
■在名民放テレビ局から送信される予備送信電波は、出力が低いため受信できない
ケーブルテレビ局が複数あると予想される。

■災害時の切替方法や運用方法をテレビ局と個々に調整するのは煩雑。

© 2020 COMMUNITY NETWORK CENTER INCORPORATED.

3.在名民放テレビ局 5社との協議内容・結果

② 非常時の定義
運用方法やコスト等の協議を行い、親局(瀬戸デジタルタワー)機能不全のみに限
定、
設備構成等を含め詳細検討を進める事とした。
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3.在名民放テレビ局 5社との協議内容・結果

③ 設備構成
配信範囲：CNCI放送配信ネットワークに参加しているケーブルテレビ19社 約190万世帯※1

配信方法：非常用アンテナを新規設置し、既存非常用系統との切替を行う構成とした。
結 果：アンテナ設置後、予備送信所からの電波受信品質に問題無いことを確認。
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：災害時の伝送系統

バックアップ系統

CNCI拠点

在名テレビ局
予備送信所

伝送装置

非常用受信点
(新規設置)

切替器
(新規設置) CNCI放送配信ネットワーク

参加CATV19社へ配信

切替器

CATV各社（1局分のみ記載）

FTTH/HFC

切替器/SP

CNCI拠点

常用受信点
(CATV各社)

予備受信点1
（CNCI）

※1 一部県域放送局もあるため、全放送局の配信数ではない

瀬戸デジタルタワー

障害発生！

予備受信点2
（CNCI）

伝送装置



位置関係(在名民放テレビ局本社位置とCNCI非常用受信点)
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CNCI拠点

瀬戸デジタルタワー

CNCI放送配信ネットワークへ

アンテナ
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予備送信所向き
(今回新規設置)

瀬戸タワー向き

中京テレビ
テレビ愛知

名古屋テレビ放送

東海テレビ

CBCテレビ

設置状況

※セキュリティ上の観点から、位置関係のみ記載
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3.在名民放テレビ局 5社との協議内容・結果

④ 連絡体制の確立・協定書の締結
親局に障害が発生した場合、CNCIへ一旦情報を集約し、配信ケーブルテレビ各社へ
連絡する体制を構築した上で協定書を締結し、2019年4月1日～運用を開始

在名民放局

名古屋テレビ

東海テレビ

CBC

中京テレビ

テレビ愛知

CNCI
②非常用電波を受信してCATV局へ配信

①
連
絡

瀬戸タワー障害

キャッチ
知多メディアス
知多半島ケーブル
中部ケーブル
ひまわり
おりべ

西尾張
CAC
ミクス
豊橋ケーブル
アイ・シー・シー
大垣ケーブル
飛騨高山
稲沢CATV

CNCI放送配信ネットワーク参加19社

③各局にて
非常用系統に切替

切替連絡

24時間365日対応監視センター

三河湾
可児
シーシーエヌ
スターキャット
グリーンシティ



4.同様の取組みを行うにあたっての注意点
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今回の取り組みは、設備構成や運用方法など比較的導入しやすい環境にあった。

要素① CNCIは放送配信ネットワークを構築済であった
CNCIは、広域放送信号配信ネットワークを運用しており、追加投資が不要であった。

要素② 運用物理周波数が配信局で全て同じであった
2003年12月より、3大都市圏である東京・大阪および名古屋のNHK3局、民放16社
より地上デジタル放送が開始され、CNCIも放送配信ネットワークにて再放送を開始。
配信ケーブルテレビ各社は同じ物理周波数でスタートできた。

要素③ 在名民放テレビ局5社とケーブルテレビの仲介役(CNCI)が存在している
CNCIが存在する事で、非常時の切替方法の取り決めや連絡体制が容易に構築でき
た。
また民放テレビ局側の窓口も一本化(名古屋テレビ放送)した事で調整も容易となった。
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同様の取組みを行うにあたっては、上記の点に注意する必要がある



5.今後について
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体制の維持（非常運用訓練の継続的実施）
連絡体制(窓口)の確認を中心に、1回/年ペースで実施
在名民放テレビ局各社と調整が取れれば、電波受信を含めた訓練を実施

個別切替への対応検討
テレビ局毎の切替が実現できる方式の検討および実装（希望局のみ）
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以上


